
岩盤の風化区分に関する分析結果

〔本編資料3.3.4.3に関する基礎データ〕

• 物理的風化指標及び化学的風化指標の基礎データとなる密度試験結果及び化学
分析結果を示す。

12. 岩盤の風化区分に関する分析結果（1/3）
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コメントNo.S2-147

以下，P.12-3まで



上限 下限

1 4.25 4.35 強風化部 1.374 98.0 0.694 2.698 2.888 74.3 91.6

2 4.75 4.85 強風化部 1.290 89.2 0.682 2.691 2.947 74.7 81.5

3 5.15 5.25 強風化部 1.254 83.5 0.683 2.690 2.936 74.6 76.5

4 5.45 5.55 強風化部 1.290 93.5 0.667 2.684 3.026 75.2 82.9

5 6.20 6.30 強風化部 1.338 103.7 0.657 2.680 3.080 75.5 90.2

6 6.80 6.90 強風化部 1.352 100.6 0.674 2.682 2.979 74.9 90.6

7 7.30 7.40 強風化部 1.411 106.2 0.684 2.674 2.908 74.4 97.7

8 8.10 8.20 強風化部 1.461 103.4 0.718 2.683 2.735 73.2 100.0

9 8.55 8.65 強風化部 1.464 100.4 0.731 2.703 2.700 73.0 100.0

10 9.20 9.30 弱風化部 1.548 79.1 0.864 2.697 2.120 68.0 100.0

11 6.65 6.75 強風化部 1.269 75.8 0.722 2.689 2.725 73.2 74.8

12 7.43 7.53 弱風化部 1.398 68.9 0.828 2.639 2.188 68.6 83.1

13 9.70 9.80 新鮮部 1.752 42.5 1.229 2.546 1.071 51.7 100.0

14 10.45 10.55 新鮮部 1.742 34.7 1.293 2.565 0.983 49.6 90.5

15 8.55 8.65 新鮮部 1.693 33.2 1.271 2.537 0.996 49.9 84.6

16 9.20 9.30 新鮮部 1.682 32.6 1.268 2.531 0.995 49.9 82.9

17 7.40 7.50 新鮮部 1.616 30.3 1.240 2.526 1.037 50.9 73.8

18 9.35 9.45 新鮮部 1.749 31.3 1.332 2.538 0.905 47.5 87.7

19 10.40 10.50 新鮮部 1.770 36.5 1.297 2.525 0.947 48.6 97.3

20 10.70 10.80 新鮮部 1.746 40.3 1.244 2.540 1.041 51.0 98.3

Ts-6-26 21 6.10 6.20 強風化部 1.260 78.6 0.705 2.636 2.739 73.3 75.8

Ts-6-22 22 4.10 4.20 新鮮部 1.763 27.3 1.385 2.520 0.819 45.0 84.1

23 1.90 2.00 弱風化部 1.547 50.3 1.029 2.577 1.504 60.1 86.3

24 2.30 2.42 弱風化部 1.593 36.5 1.167 2.572 1.204 54.6 78.1

Tf-5a-S-W-2 25 0.35 0.45 弱風化部 1.576 60.0 0.985 2.646 1.686 62.8 94.3

Tf-5a-S-W-3 26 0.97 1.05 弱風化部 1.501 59.9 0.939 2.640 1.812 64.4 87.4

Tf-5a-S-W-5 27 0.75 0.85 弱風化部 1.521 68.9 0.901 2.645 1.936 65.9 94.3

Tf-5a-S-W-6 28 0.30 0.40 弱風化部 1.469 56.0 0.942 2.628 1.790 64.2 82.3

Ts-8-p3 29 13.23 13.34 新鮮部 1.319 15.7 1.140 2.506 1.198 54.5 32.9

1FV-1 30 4.38 4.48 弱風化部 1.623 53.6 1.057 2.553 1.415 58.6 96.9

1FV-4 31 2.90 3.00 新鮮部 1.687 32.7 1.271 2.507 0.972 49.3 84.5

1FV-5 32 6.26 6.36 新鮮部 1.605 44.2 1.113 2.506 1.252 55.6 88.6
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密度試験結果

12. 岩盤の風化区分に関する分析結果（2/3）

密度試験結果一覧表
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SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 H2O(+) 
＊１ total

上限 下限 酸化物のmol比　（％）

1 4.25 4.35 強風化部 45.31 0.99 13.81 4.58 0.24 3.85 1.35 0.00 0.11 0.01 29.74 100.00 -35.4

2 4.75 4.85 強風化部 45.26 0.97 14.12 4.53 0.24 2.84 0.32 0.00 0.08 0.01 31.62 100.00 -42.2

3 5.15 5.25 強風化部 45.45 0.98 14.15 4.71 0.27 2.34 0.31 0.00 0.15 0.01 31.63 100.00 -43.0

4 5.45 5.55 強風化部 44.76 1.00 14.32 4.53 0.31 2.60 0.32 0.00 0.10 0.01 32.05 100.00 -43.6

5 6.20 6.30 強風化部 44.01 1.08 14.26 4.94 0.25 2.88 0.34 0.00 0.11 0.01 32.12 100.00 -43.3

6 6.80 6.90 強風化部 44.07 1.04 14.40 4.81 0.28 2.92 0.37 0.00 0.13 0.02 31.96 100.00 -42.8

7 7.30 7.40 強風化部 45.53 0.99 13.74 4.60 0.26 3.41 0.50 0.00 0.08 0.01 30.88 100.00 -39.6

8 8.10 8.20 強風化部 45.31 1.01 13.71 4.65 0.25 3.62 0.84 0.00 0.10 0.01 30.49 100.00 -38.0

9 8.55 8.65 強風化部 44.72 0.99 13.60 4.61 0.28 3.99 1.46 0.33 0.13 0.02 29.87 100.00 -34.8

10 9.20 9.30 弱風化部 50.38 0.92 12.65 4.24 0.22 4.37 4.84 0.75 0.17 0.02 21.44 100.00 -14.6

11 6.65 6.75 強風化部 45.50 0.84 13.41 4.09 0.19 3.15 0.80 0.03 0.14 0.01 31.85 100.00 -41.3

12 7.43 7.53 弱風化部 53.78 0.76 11.44 3.39 0.19 3.99 4.46 1.12 0.32 0.03 20.51 100.00 -13.5

13 9.70 9.80 新鮮部 58.85 0.67 9.75 3.15 0.16 3.66 5.89 1.91 0.52 0.04 15.41 100.00 -4.1

14 10.45 10.55 新鮮部 60.20 0.65 9.48 3.07 0.15 3.52 6.15 2.10 0.58 0.05 14.03 100.00 -2.0

15 8.55 8.65 新鮮部 60.18 0.64 9.46 2.99 0.15 3.62 5.80 2.02 0.54 0.05 14.55 100.00 -3.1

16 9.20 9.30 新鮮部 59.86 0.65 9.44 2.96 0.14 3.59 5.74 2.04 0.55 0.05 14.99 100.00 -3.6

17 7.40 7.50 新鮮部 57.61 0.57 9.61 2.74 0.12 3.44 5.81 1.45 0.46 0.04 18.16 100.00 -8.6

18 9.35 9.45 新鮮部 61.05 0.66 9.20 3.02 0.14 3.76 6.09 2.10 0.59 0.05 13.35 100.00 -0.9

19 10.40 10.50 新鮮部 60.85 0.63 9.14 2.92 0.14 3.75 6.08 2.28 0.60 0.05 13.56 100.00 -1.0

20 10.70 10.80 新鮮部 60.42 0.62 9.09 2.91 0.14 3.68 5.93 1.96 0.60 0.05 14.61 100.00 -2.9

Ts-6-26 21 6.00 6.05 強風化部 45.60 0.81 12.80 4.09 0.16 3.71 0.54 0.10 0.18 0.01 32.00 100.00 -41.0

Ts-6-22 22 4.00 4.05 新鮮部 60.55 0.62 9.22 2.86 0.16 3.58 5.82 2.73 0.62 0.06 13.77 100.00 -1.2

23 1.76 1.80 弱風化部 54.06 0.66 11.21 3.09 0.14 3.43 5.06 1.74 0.34 0.04 20.23 100.00 -12.2

24 2.42 2.46 弱風化部 53.98 0.63 10.60 2.97 0.12 3.82 5.35 1.43 0.32 0.03 20.75 100.00 -12.5

Tf-5a-S-W-2 25 0.26 0.30 弱風化部 49.77 0.84 12.09 4.04 0.19 3.66 3.01 1.14 0.32 0.02 24.91 100.00 -22.7

Tf-5a-S-W-3 26 0.88 0.92 弱風化部 49.47 0.85 12.08 4.07 0.19 3.66 2.89 1.08 0.30 0.02 25.39 100.00 -23.7

Tf-5a-S-W-5 27 0.93 1.00 弱風化部 49.37 0.83 12.25 4.03 0.19 3.53 2.93 1.04 0.25 0.02 25.56 100.00 -24.3

Tf-5a-S-W-6 28 0.25 0.30 弱風化部 49.94 0.82 12.07 3.96 0.20 3.67 2.97 1.06 0.31 0.02 24.98 100.00 -22.9

Ts-8-p3 29 13.13 13.18 新鮮部 56.13 0.58 9.70 2.90 0.12 3.44 5.65 1.55 0.39 0.03 19.52 100.00 -10.6

1FV-1 30 4.28 4.33 弱風化部 56.03 0.60 10.15 2.81 0.14 3.74 5.29 1.64 0.38 0.04 19.19 100.00 -10.2

1FV-4 31 2.80 2.85 新鮮部 57.12 0.60 9.73 3.09 0.10 4.13 6.03 2.00 0.45 0.04 16.72 100.00 -5.0

1FV-5 32 6.16 6.21 新鮮部 57.09 0.61 9.86 2.85 0.12 3.93 5.57 2.02 0.44 0.05 17.46 100.00 -6.7

Ts-6-28

Ts-6-29

Ts-6-23

Ts-5-1

Ts-6-28

Ts-6-29

試料

孔番号
分析

番号

採取深度 (m) 風化

区分

全岩化学分析結果（合計100%に標準化） 化学的風化指数

WPI 
＊２

mol%

化学分析結果一覧表

＊１： H2O(+)は強熱減量法，他の成分は蛍光X線分析法による。
＊２： 岩石の風化程度を表す化学的風化指数は，一般に酸化物のモル比が用いられることから，分析結果（質量％）はモル％で表示し，合計100％に標準化した。

WPI (Weathering Potential Index ; Reiche,1943２９))は，酸化物のモル比から次式により与えられる。
WPI = 100×（CaO＋MgO＋Na2O＋K2O- H2O(+)） / （CaO＋MgO＋Na2O＋K2O＋SiO2＋Al2O3＋Fe2O3)
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（1/27)

重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11

〔本編資料3.3.4.3に関する補足説明及び基礎データ〕

• 風化区分については，本編資料P.3-209の「③シームの活動性評価の調査」に基づき，
風化部を強風化部／弱風化部に，より詳細（1/20スケール）に細区分する。

• 重要な安全機能を有する施設設置位置（N-5孔，Q-3孔，SB-023孔，1FV-1孔及びF-10
孔付近）でのシームS-11付近の岩盤性状と，変状が認められる箇所のTs-８トレンチ付近
のシームS-11付近の岩盤性状を対比し，重要な安全機能を有する施設の側面のシーム
S-11がps-１に該当するものではなく，問題となるものではないことを示す。
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コメントNo.S2-146，147

以下，P.13-27まで



【検討方針】

① ボーリング調査により，敷地内のシームS-11の分布とシームS-11付近の岩盤性状を確認する（P.13-5～P.13-7参照）。

• シームS-11が認められる孔と認められない孔があり，シームS-11が分布する範囲としない範囲がある。

• シームS-11の分布範囲は，東側で広く西側で狭い傾向がある。

• 重要な安全機能を有する施設付近では，シームS-11はほぼすべて新鮮部中に挟在する。

② ボーリングのうち，重要な安全機能を有する施設付近で実施したN-5孔，Q-3孔，SB-023孔及び1FV-1孔（P.13-19～P.13-22参
照）では，シームS-11が弱風化部中に分布し，F-10孔（P.13-23参照）では強風化部がシームS-11の上位に分布する。

③ そこで，上記②の５孔付近でのps-１の分布の有無について，以下の手順で整理する。

• 変状が認められる箇所での特徴を検討項目として整理し，同様な特徴があるか比較する。

• 比較対象は，変状が認められ重要な安全機能を有する施設付近と同一断面上で対比できるTs-８トレンチ（P.13-8～P.13-12参
照）とする。

• 比較の結果，Ts-８トレンチ付近での特徴と異なる場合，同様な特徴のある他の箇所とそこでのps-１の分布の有無を整理する。

【検討結果】

④ 整理の結果，P.13-3の表に示すとおり，重要な安全機能を有する施設付近で実施したN-5孔，Q-3孔等付近の特徴は，Ts-８ト
レンチ付近とは異なり，ps-１が分布しない箇所と同様である。なお，F-10孔ではシームS-11（T.P.約+13ｍ）は重要な安全機能を
有する施設の設置地盤（T.P.+12ｍ）には分布しない。

⑤ したがって，N-5孔，Q-3孔，SB-023孔，1FV-1孔及びF-10孔付近には，ps-１は分布していないと考えられる。重要な安全機能
を有する施設の基礎地盤の側面に露頭するシームS-11は，少なくとも強風化部中に分布するものではないため，重要な安全機
能を有する施設の設置上の問題となるものではない。
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検討方針及び検討結果



〔検討項目〕

変状が認められる箇所
での特徴

〔比較対象〕

変状が認められる箇所
Ts-８トレンチ付近

〔検討対象〕

変状が認められない箇所
（重要な安全機能を有する施設付近）

N-5孔，Q-3孔，SB-023孔，1FV-1孔及びF-10孔付近

備考

シームS-11付近の
岩盤性状（風化度）

• シームS-11が強風化部中に分布。
• シームS-11の上下盤に強風化部が分布。

（P.13-12，13-13 コア写真・柱状図参照）

• シームS-11が弱風化部中に分布。
• シームS-11の下盤に（薄く弱風化部を挟み）

新鮮部が分布。
（P.13-19～P.13-23コア写真・柱状図参照）

F-10孔は強風化に分布。

同様な特徴のある箇所
ps-1の分布の有無

Ts-８トレンチ（P.13-10，13-11参照）
• 変状が認められ，ps-1が分布する。

Tf-５(a)トレンチ（P.13-15参照）
• 断層との切断関係から，ps-１は分布しない。

〈参考〉風化部の厚さ 厚い：≧３ｍ 薄い：＜３ｍ

同様な特徴のある箇所
ps-1の分布の有無

Ts-８トレンチ（P.13-10，13-11，13-25参照）
• 変状が認められ，ps-1が分布する。

No.３法面（P.13-17，13-25参照）
• 変状は生じておらず，ps-1は分布しない。

〈参考〉段丘堆積物の厚さ 薄い：１≦t＜２ｍ 厚い：≧２ｍ 重要な安全機能を有する施
設付近ではＭ３面，Ts-５法
面及びTs-８トレンチではM1

面が分布する違いがあるが，
今回は厚さのみ着目した。

同様な特徴のある箇所
ps-1の分布の有無

Ts-８トレンチ（P.13-10，13-11，13-26参照）
• 変状が認められ，ps-１が分布する。

Ts-５法面（P.13-16，13-26参照）
• 位置は遠いが，変状は生じておらず，

ps-１は分布しない。

注） ps-１等の評価上の分布範囲： ps-１等と重要な安全機能を有する施設との位置関係を評価するため保守的に設定した範囲
である。平面的には変状が分布し，シームS-11の上下盤に強風化部が確認されるps-１等が
分布する範囲であり，断面的には「強風化部・弱風化部に接する範囲の下端」から「成層構造
が発達する部分の下限が地表付近で第四系に接する部分」までとする。
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（3/27)

変状が認められる箇所での特徴のN-5孔,Q-3孔及びF-10孔付近とTs-８トレンチ付近とでの対比



0 500m

シームS-11層準及び変状の分布と地形面区分との位置関係

Ts-１トレンチ

Ts-７トレンチ

Ts-13法面

Ts-10トレンチ

Ts-６法面

Ts-８トレンチ

Ts-３トレンチ

シームＳ–10が
第四系基底面等に現れる位置

シームＳ–11層準（FT５-３）*１が
第四系基底面等に現れる位置

*１： シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

変状が認められる箇所

シームS-11層準（FT5-3）（シームの有無は
P.13-5参照）でみると，変状，ps-１等が認め
られる法面・トレンチはM1面に位置する。

ps-１，pd系

ps-１，pd系

ps-１，pd系

第986回審査会合
資料１－２ P.11-42 一部修正

13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（4/27)
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本図の地形は原地形で作成。



シームS-11の分布と重要な安全機能を有する施設との関係

原子炉建屋設置位置
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（5/27)

①シームS-11有り

③シームS-11なし（細粒凝灰岩なし）

②シームS-11なし（細粒凝灰岩有り）

シームS-11層準（FT5-3）が第四系基底面に現れる位置
（実線：①シーム有り，破線：②細粒凝灰岩有り，点線：③細粒凝灰岩なし）

コンターがcf-３断層によって不連続となる位置

*

侵食によりシームS-11層準（FT5-3）が分布
しない孔

シームS-11層準（FT5-3）の等高線

シームS-11層準（FT5-3）まで到達していない孔
または シームS-11の有無が不明な孔

敷 地 境 界

シームS-11が分布する範囲*１

耐 震 重 要 施 設*２

常設重大事故等対処施設*３

*１： シームS-11が分布する範囲は，シームが認められる孔とシームが認められない孔で形作られる領域(ボロノイ領域)

に基づいて設定している（補足説明資料P.13-27参照）。シームが分布する範囲の境界は，シームS-11有りの領域

とシームS-11なし（細粒凝灰岩有り）あるいはシームS-11なし（細粒凝灰岩なし）の領域との中点に設定している。

*２： 設置許可基準規則第三条の対象となる耐震重要施設（間接支持構造物を含む）。

*３： 設置許可基準規則第三十八条の対象となる常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が設置

される重大事故等対処施設（特定重大事故等対処施設を除く）。

• 敷地内におけるシームS-11の有無を詳細に検討すると，
①シームS-11が認められる部分，②シームS-11が認めら
れず細粒凝灰岩のみ認められる部分及び③シームS-11
が認められず細粒凝灰岩も認められない部分がある。

• シームS-11の分布は断続的であり，その分布範囲は限定
的である。

本図のシームS-11層準
（FT5-3）は原地形で作成。



Tf-５(a)トレンチ

原子炉建屋設置位置

ps-１等の評価上の分布範囲の設定
第986回審査会合

資料１－１ P.3-166 一部修正概念断面図の凡例

段丘堆積物中の不連続面

pd系

図１ ps-１等の評価上の分布範囲の概念断面図

表土・ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

地表

cf-３断層

凝灰角礫岩（新鮮部）

成
層
構
造
が

発
達
す
る
部
分

凝灰角礫岩
（弱風化部）

淡灰色火山礫凝灰岩（強風化部）

新
鮮
部

風
化
部

「ps-１等の評価上の分布範囲」

淡灰色火山礫凝灰岩
（新鮮部）

淡灰色火山礫凝灰岩（弱風化部）

凝灰角礫岩
（強風化部）

凝灰角礫岩（新鮮部）

ps-１
淡灰色火山礫凝灰岩

（新鮮部）

13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（6/27)
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図２ ps-１等の評価上の分布範囲の平面図

ps-１等の評価上の分布範囲

Ts-５法面

No.３法面

Ts-７トレンチ

Ts-６法面

Ts-８トレンチ

*１： ps-１等の評価上の分布範囲の設定の考え方については，本編資料P.3-198参照。

*２： 設置許可基準規則第三条の対象となる耐震重要施設（間接支持構造物を含む）。

*３： 設置許可基準規則第三十八条の対象となる常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が

設置される重大事故等対処施設（特定重大事故等対処施設を除く）。

①シームS-11有り

②シームS-11なし（細粒凝灰岩有り）

③シームS-11なし（細粒凝灰岩なし）

シームS-11層準（FT5-3）まで到達しない または
シームS-11の有無が不明な孔

侵食によりシームS-11層準（FT5-3）が分布しない孔

シームS-11層準（FT5-3）の等高線

シームS-11層準（FT5-3）の第四系基底面，掘削面等に現れる位置
（実線：①シーム有り，破線：②細粒凝灰岩有り，点線：③細粒凝灰岩なし）

断層

ps-１等の評価上の分布範囲*１

コンターがcf-３断層によって不連続となる位置

敷 地 境 界

凡例

耐 震 重 要 施 設*２

常設重大事故等対処施設*３

変状の詳細地質観察結果

変状が認められる

変状が認められない

シームS-11の分布範囲に基づき，敷地におけるps-１等の評価上の分布範囲を示す。変状が確認され
たTs-６法面，Ts-７トレンチ及びTs-８トレンチは本範囲内に位置し，これより西側のTs-５法面及びNo.３
法面には変状は認められないことから，重要な安全機能を有する施設の付近には変状は分布しない。

本図のシームS-11層準（FT5-3）
は設計上の掘削面形状で作成。



Tf-５(a)トレンチ

原子炉建屋設置位置

• シームS-11の分布範囲は，東側でやや広く，西側では，地表

に近い限られた範囲にある。

• 重要な安全機能を有する施設付近ではシームS-11は新鮮部

中に挟在し，ps-1等の評価上の分布範囲はない。

• 重要な安全機能を有する施設付近では，シームS-11の後期

更新世以降の活動が認められない新鮮部が分布する。

ps-１等の評価上の分布範囲と重要な安全機能を有する施設の関係：設計上の地形
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（7/27)

*１： ps-１等の評価上の分布範囲の設定の考え方については，本編資料P.3-198参照。
*２： 設置許可基準規則第三条の対象となる耐震重要施設（間接支持構造物を含む）。
*３： 設置許可基準規則第三十八条の対象となる常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備

が設置される重大事故等対処施設（特定重大事故等対処施設を除く）。

凡 例

①シームS-11有り

②シームS-11なし（細粒凝灰岩有り）

③シームS-11なし（細粒凝灰岩なし）

シームS-11層準（FT5-3）まで到達しない または
シームS-11の有無が不明な孔

侵食によりシームS-11層準（FT5-3）が分布しない孔

シームS-11層準（FT5-3）の等高線

シームS-11 層準（FT5-3）の第四系基底面，掘削面等に現れる位置
（実線：①シーム有り，破線：②細粒凝灰岩有り，点線：③細粒凝灰岩なし）

コンターがcf-３断層によって不連続となる位置

シームS-11がcf-３断層に切断され後期更新世以降の活動のない範囲
（新鮮部中にシームS-11が認められる範囲）

シームS-11が分布する範囲

ps-１等の評価上の分布範囲*１

耐 震 重 要 施 設*２

常設重大事故等対処施設*３

敷 地 境 界

本図のシームS-11層準（FT5-3）
は設計上の掘削面形状で作成。

Ts-５法面

No.３法面



変状に係る敷地内のシームS-11と風化部の関係を，重要な

安全機能を有する施設付近と変状の認められるTs-８トレン

チを通るA-A'断面で検討した。

Ts-８トレンチ～重要な安全機能を有する
施設付近EW断面（1/2）：位置図

Ts-８トレンチ

A

A’

位置図

H-7
1FV-3

N-5
Q-3

T-2
R-112

Ts-7-15

F-14

SB-033

SB-039

Ts-7-14

Ts-8-6

Ts-8-p1

Ts-8-4
Ts-8-5

Ts-8-8 Ts-8-9

cf-310
cf-309

Ts-8-3
Ts-8-p2

Ts-8-2
Ts-8-1

注） A-A’断面の位置は，Ts-８トレンチ～重要な安全機能を有する施設付近でボーリング孔の多い箇所を通過し，第一フィ
ルタベント建屋，軽油タンク，燃料補助建屋を含めた重要な安全機能を有する施設の中央付近を通過する位置とした。
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（8/27)

● 柱状図・コア写真提示孔
（P.13-12，13-13，P.13-19～P.13-23参照）

●

●

●

●

F-10

Ts-6-26

1FV-1 ●

●

●SB-023

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

シームS-11層準（FT5-3）が
第四系基底面に現れる位置

（実線：①シーム有り，

破線：②細粒凝灰岩有り，

点線：③細粒凝灰岩なし）

原子炉建屋設置位置

本図の地形は原地形で作成。



• 北東側のTs-８トレンチ付近では，風化部が約５m以上で厚く，変状が認められるが，南西側の
重要な安全機能を有する施設付近では風化部が約１ｍ程度で薄くなり，変状は認められない。

• 変状が認められる箇所（Ts-８トレンチ付近等）では，シームS-11が分布し，シームS-11と風化
部下限との関係をP.13-10～P.13-13に示す。

• 変状が認められない箇所（重要な安全機能を有する施設付近）では，シームS-11の分布は限
定的であり，シームS-11と風化部下限との関係をP.13-14～P.13-23に示す。

Ts-８トレンチ～重要な安全機能を有する施設付近EW断面（2/2）：A-A’断面
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（9/27)

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

シームS-11層準（FT5-3）が
第四系基底面に現れる位置

（実線：①シーム有り，

破線：②細粒凝灰岩有り，

点線：③細粒凝灰岩なし）

NESW

A A’

Ts-８トレンチ

ps-１等の評価上の分布範囲シームS-11がcf-３断層に切断され後期更新世以降の活動のない範囲

Ts-８トレンチ～重要な安全機能を有する施設付近EW断面図

ローム層，段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

原子炉建屋

Ｍ１面段丘崖

P.13-14拡大範囲
P.13-10拡大範囲

位置図

原子炉建屋設置位置

Ts-８トレンチ

＊：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。

①シームS-11有り

②シームS-11なし
（細粒凝灰岩有り）

③シームS-11なし
（細粒凝灰岩なし）

＊

凡 例

シームS-11

Ｍ３面



• Ts-８トレンチ付近では，風化部が約５m以上で厚く，シームS-11は風化部中に分布し，

地表付近で変状が認められる。

• シームS-11の上下盤共に強風化部から成る。

変状が認められる箇所（1/4）：Ts-８トレンチ付近拡大図
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（10/27)

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

シームS-11層準（FT5-3）が
第四系基底面に現れる位置

（実線：①シーム有り，

破線：②細粒凝灰岩有り，

点線：③細粒凝灰岩なし）

NESW

Ts-８トレンチ付近拡大図

ローム層，段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

Ts-8-1 Ts-8-4 Ts-8-5 Ts-8-9 Ts-8-8 cf-309 cf-310

Ts-８トレンチ

T.P.
40m

20m

T.P.
40m

20m

Ts-８トレンチ

淡灰色火山礫凝灰岩(強風化部) 

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

T.P.30m   

T.P.31m  

T.P.32m  

T.P.33m 

T.P.34m 

T.P.35m 

0 2m

Ts-８トレンチ 南側法面スケッチ

粗粒凝灰岩

細粒凝灰岩

SWNE

変状の範囲

＊：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。

①シームS-11有り

②シームS-11なし
（細粒凝灰岩有り）

③シームS-11なし
（細粒凝灰岩なし）

＊

凡 例

位置図

原子炉建屋設置位置

淡灰色火山礫凝灰岩
(強風化部) 



筋状構造 変位を伴う不連
続面及び節理

段丘堆積物中の不連続面

SW
NE

南側法面写真（解釈線有り）

南側法面写真（解釈線なし）

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

変状の範囲（上に凸の形状）

T.P.30m   

T.P.31m  

T.P.32m  

T.P.33m 

T.P.34m 

T.P.35m 

0 2m

南側法面スケッチ

変状の範囲
（段差及び段丘堆積物中の不連続面）

変状が認められる箇所（2/4）：
Ts-８トレンチ地質観察結果（南側法面詳細図）

約85cm

約３m

（強風化部）

注） 本図の写真及びスケッチは設置変更許可申請時（H26.12）のものである。
現地調査時（H30.11）の観察面の写真及び詳細スケッチはP.6-12，6-13参照。

地質境界の
見掛けの鉛直変位量

粗粒凝灰岩

細粒凝灰岩

• 南側法面では，上に凸の形状付近において，シームS-11と低角傾斜の変位を伴う不連続
面が分布することから，変状付近では，強風化部中の弱面（シームS-11等）が変位するこ
とにより，直上の段丘堆積物に変位・変形が生じたものと考えられる。

• 上に凸の形状の見掛けの鉛直変位量は約85ｃｍである。岩盤上面の上に凸の形状の変
形は，法面下部の直線的な葉理に及んでいないことから，変状に関わる岩盤の変形の範
囲は鉛直方向に最大約３ｍと推定され，地表付近の浅部に限定される現象と判断される。

• なお，一部の低角傾斜の変位を伴う不連続面の延長上には，段丘堆積物中の不連続面
及び岩盤上面の段差から成る小規模な変状が認められる。

• 以上より，地表付近のシーム付近の強風化部において，ps-１が分布する。

第986回審査会合
資料１－２ P.4-23 一部修正
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（11/27)

ps-１

シーム



変状が認められる箇所（3/4）：
Ts-8-8孔 地質柱状図及びコア画像 (０ｍ～11ｍ)

13-12
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（12/27)

• 変状の認められるTs-８トレンチ付近のTs-8-8孔の風化部は，観察結果（

黄灰色を呈し，基質の岩石組織が不明瞭であること等）から深度7.35ｍ

付近までが強風化部に相当すると判断される。

• シームS-11の上下盤共に強風化部から成る。

注） ボーリング位置はP.13-8参照。

Ts-8-8孔 コア写真（深度０ｍ～11ｍ）

Ts-8-8孔 地質柱状図（深度０ｍ～11ｍ）

拡大範囲

拡大範囲

（深度3.70ｍ～3.90ｍ）

風化部下限（弱風化部下限）

岩盤上面

シームS-11

強風化部下限

3.80m～3.81m：細粒凝灰岩が分布する。

シームS-11
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（13/27)

注） ボーリング位置はP.13-8参照。

変状が認められる箇所（4/4）：
〈参考〉 Ts-6-26孔 地質柱状図及びコア画像 (０ｍ～11ｍ)

• Ts-８トレンチと同様に，変状の認められるTs-６法面付近のTs-6-26孔の風

化部は，観察結果（黄灰色を呈し，基質の岩石組織が不明瞭であること等）

から強風化部に相当すると判断される。

• シームS-11の上下盤共に強風化部から成る。

Ts-6-26孔 コア写真（深度０ｍ～11ｍ）

Ts-6-26孔 地質柱状図（深度０ｍ～11ｍ）

拡大範囲

（深度6.40ｍ～6.60ｍ）

拡大範囲

6.40m～6.41m：細粒凝灰岩が分布する。

シームS-11

風化部下限
（強風化部下限）

岩盤上面

シームS-11



NESW

ローム層，段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

重要な安全機能を有する施設付近では，シームS-11は風化部下限に近接して分布す

るため，ps-１が分布するか否かに関して，シームS-11と風化部との関係を検討する。

原子炉建屋

重要な安全機能を有する施設付近拡大図
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（14/27)

変状が認められない箇所（1/11）：重要な安全機能を有する施設付近拡大図

ボーリング孔

トレンチ・法面

断面位置

凡 例

シームS-11層準（FT5-3）が
第四系基底面に現れる位置

（実線：①シーム有り，

破線：②細粒凝灰岩有り，

点線：③細粒凝灰岩なし）

＊：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。

①シームS-11有り

②シームS-11なし
（細粒凝灰岩有り）

③シームS-11なし
（細粒凝灰岩なし）

＊

凡 例

位置図

原子炉建屋設置位置

シームS-11



• シームS-11は，弱風化部で後期更新世以降の活動がないcf-３断層によって切断さ
れている。

• シームS-11のcf-３断層を挟んだ延長上には，シームS-11がcf-３断層の活動後に動
いたことを示唆するようなシームS-11に平行な割れ目は認められない。

南側法面写真

cf-３断層

cf-３断層

シーム
S-11

シーム
S-11

WE

cf-３断層

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

粗粒凝灰岩
/細粒凝灰岩互層

南側法面スケッチ

cf-３断層

シーム
S-11

シーム
S-11

1m0

注１） 位置図はP.13-7参照。
注２） 南側法面におけるcf-３断層によるシームS-11の切断箇所の詳細性状及び針貫入試験の結果はP.5-8～P.5-11参照。

凡 例

第986回審査会合
資料１－１ P.3-84 一部修正

13-15
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（15/27)

変状が認められない箇所（2/11）：Tf-５(a)トレンチ南側法面詳細スケッチ



ローム層（シルト質）

腐植土

Ｍ１面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

画像範囲

28

26

24 

T.P.(m)
30

25

27

29

28

26

24 

T.P.(m)
30

25

27

29

屈折率
頻

度

顕微鏡写真

火山灰分析結果

火山ガラス屈折率頻度分布

Toya0.1mm

Toya

0
2
4
6
8

10
12
14

1.490 1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520 1.525 1.530 1.535 1.540

変位を伴う不連続面及び節理

Ｍ１面段丘堆積物

Ｍ１面段丘堆積物

• シームS-11の延長上のＭ１面段丘堆積物中及びその直下の岩盤
に変状は認められない。

• シームの上下盤共に強風化部から成る。

シームを挟む岩盤上面の高
さに段差は認められない

シームS-11延長上のＭ１面段丘堆積物中に
段丘堆積物中の不連続面はなく，砂質部を
含む層理面に段差は認められない

シーム
S-11

N S

Ts-５法面スケッチTs-５法面画像

洞爺火山灰 検出箇所

注） 岩盤はすべて強風化部。

※： Ｍ１面段丘堆積物のうち，上面付近の層厚最大約
１ｍの礫の多い部分は河川性堆積物から成る。

Ｍ１面段丘堆積物
（河川性堆積物）※

第986回審査会合
資料１－２ P.4-6 一部修正

13-16
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（16/27)

変状が認められない箇所（3/11）：Ts-５法面 地質スケッチ

注） 位置図はP.13-7参照。



法面写真

SN

シーム
S-11

Ｍ３面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

シーム
S-11

地質スケッチ

T.P.+12m

淡灰色火山礫凝灰岩

• 掘削工事中のNo.３法面において，シームS-11とＭ３面段丘堆積物との関係を調査した。
• シームS-11延長上の段丘堆積物中及びその直下の岩盤に段差はなく，変状は認められない。
• シームS-11上盤のシームに接する箇所に強風化部は分布せず，下盤は風化変色が進んでおらず比較的硬質な新

鮮部～弱風化部から成る。

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，
下部に薄い弱風化部を含む。

位置図

No.３法面

原子炉建屋設置位置

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面で
の調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

Ｍ３面段丘堆積物

凡 例

風化部下限＊２

上
部
層

易
国
間
層

第
四
紀

新
第
三
紀

中
新
世

第986回審査会合
資料１－２ P.4-3 再掲

13-17
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（17/27)

変状が認められない箇所（4/11）：
No.３法面 地質スケッチ



Tf-５(a)トレンチ

原子炉建屋設置位置

13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（18/27)
13-18

変状が認められない箇所（5/11）：重要な安全機能を有する施設付近でシームS-11が風化部に接する孔

N-５

Q-３

1FV-１

F-10

重要な安全機能を有する施設付近でシームS-11上盤が
風化部に接する孔（P.13-19～P.13-23参照）

• 重要な安全機能を有する施設付近でシームS-11上盤が風化部に接する
５孔のボーリングコアの地質性状を示す（P.13-19～P.13-23参照）。

• これら５孔では，いずれもシームS-11の下盤は新鮮部であり，変状が認め
られる箇所のように，シームS-11の上下盤は共に強風化部とはなっておら
ず，ps-1は分布せず，変状が生じるものではない。

SB-023

シームS-11有り（強風化部）

シームS-11有り（弱風化部）

シームS-11有り（新鮮部）

シームS-11なし（細粒凝灰岩有り）

シームS-11なし（細粒凝灰岩なし）

シームS-11層準（FT5-3）まで到達しない または
シームS-11の有無が不明な孔

侵食によりシームS-11層準（FT5-3）が分布しない孔

シームS-11層準（FT5-3）の等高線

シームS-11 層準（FT5-3）の第四系基底面に現れる位置
（実線：①シーム有り，破線：②細粒凝灰岩有り，点線：③細粒凝灰岩なし）

コンターがcf-３断層によって不連続となる位置

シームS-11が分布する範囲 *１

耐震重要施設＊２

常設重大事故等対処施設＊３

敷 地 境 界

凡 例

*１：シームS-11が分布する範囲は，シームが認められる孔とシームが認められない孔で形作られる
領域(ボロノイ領域)に基づいて設定している（補足説明資料P.13-27参照）。シームが分布する範
囲の境界は，シームS-11有りの領域とシームS-11なし（細粒凝灰岩有り）あるいはシームS-11
なし（細粒凝灰岩なし）の領域との中点に設定している。

*２： 設置許可基準規則第三条の対象となる耐震重要施設（間接支持構造物を含む）。
*３： 設置許可基準規則第三十八条の対象となる常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事

故緩和設備が設置される重大事故等対処施設（特定重大事故等対処施設を除く）。

本図のシームS-11層準（FT5-3）は，
原地形で作成。



13-19
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（19/27)

変状が認められない箇所（6/11）：N-5孔 地質柱状図及びコア画像 (０ｍ～10ｍ)

• 重要な安全機能を有する施設の設置箇所に位置するN-５孔の風化部は，観察結果（やや黄灰色を呈するものの岩盤本来
の色調である淡灰色を呈すること，岩石組織がやや不明瞭であること等）から弱風化部に相当すると判断される。

• シームS-11の上盤には弱風化部が接するが，下盤は新鮮部から成り，少なくともシームS-11は強風化部中に分布しない。
• 本孔のシームS-11は，T.P.+9.36ｍにあり，設計上は重要な安全機能を有する施設の施工に伴う掘削範囲にあるため，重

要な安全機能を有する施設の基礎地盤には分布しない。

N-5孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）

拡大範囲

拡大範囲

（深度6.60ｍ～6.80m）

N-5孔 コア写真（深度０ｍ～10ｍ）

注） ボーリング位置は
P.13-8，13-18参照。 6.69m～6.74m：細粒凝灰岩が分布する。

シームS-11

風化部下限
（弱風化部下限）

岩盤上面

シームS-11



13-20
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（20/27)

変状が認められない箇所（7/11）：Q-3孔 地質柱状図及びコア画像 (０ｍ～10ｍ)

• 重要な安全機能を有する施設の設置箇所に位置するQ-３孔の風化部は，観察結果（やや黄灰色を呈するものの岩盤本来の
色調である淡灰色を呈すること，岩石組織がやや不明瞭であること等）から弱風化部に相当すると判断される。

• シームS-11の上盤には弱風化部が接するが，下盤は新鮮部から成り，少なくともシームS-11は強風化部中に分布しない。
• 本孔のシームS-11は，T.P.+9.88ｍにあり，設計上の重要な安全機能を有する施設の施工に伴う掘削範囲にあるため，重要な

安全機能を有する施設の基礎地盤には分布しない。

Q-3孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）

Q-3孔 コア写真（深度０ｍ～10ｍ）

拡大範囲

拡大範囲（深度7.00ｍ～7.30ｍ）

注） ボーリング位置は
P.13-8，13-18参照。

7.16m～7.17m：細粒凝灰岩が分布する。
シームS-11

風化部下限
（弱風化部下限）

岩盤上面

シームS-11



SB-023孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）

SB-023孔 コア写真（深度０ｍ～９ｍ）

変状が認められない箇所（8/11）：SB-023孔 地質柱状図及びコア画像 (０ｍ～９ｍ)

拡大範囲

（深度4.60ｍ～4.90m）

拡大範囲

• 変状が認められない重要な安全機能を有する施設付近に位置するSB-023孔の風化部下限付近は，
観察結果（やや黄灰色を呈するものの岩盤本来の色調である淡灰色を呈すること，岩石組織がやや
不明瞭であること等）から弱風化部に相当すると判断される。

• シームS-11の上盤には弱風化部が接するが，下盤は新鮮部から成り，少なくともシームS-11は強風
化部中に分布しない。

13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（21/27)

注） ボーリング位置は
P.13-8，13-18参照。

13-21

4.71m～4.73m：細粒凝灰岩が分布する。シームS-11

風化部下限（弱風化部下限）

岩盤上面

シームS-11



13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（22/27)
13-22

変状が認められない箇所（9/11）：1FV-1孔 地質柱状図及びコア画像 (０ｍ～９ｍ)

• 変状が認められない重要な安全機能を有する施設付近に位置する1FV-１孔の風化部下限付近は，
観察結果（やや黄灰色を呈するものの岩盤本来の色調である淡灰色を呈すること，岩石組織がやや
不明瞭であること等）から弱風化部に相当すると判断される。

• シームS-11の上盤には弱風化部がわずかに接するが，下盤は新鮮部から成り，少なくともシームS-
11は強風化部中に分布しない。

1FV-1孔 コア写真（深度０ｍ～９ｍ）

1FV-1孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）

拡大範囲

拡大範囲

（深度4.40ｍ～4.70m）

注） ボーリング位置は
P.13-8，13-18参照。

4.55m～4.58m：
細粒凝灰岩が分布する。

シームS-11

風化部下限（弱風化部下限）

岩盤上面

シームS-11

強風化部下限



13-23
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（23/27)

変状が認められない箇所（10/11）：F-10孔 地質柱状図及びコア画像 (０ｍ～10ｍ)

• 重要な安全機能を有する施設設置箇所に位置するF-10孔の風化部は，観察結果（黄灰色を呈し，基質
の岩石組織が不明瞭であること等）から強風化部に相当すると判断される。

• シームS-11の上盤には強風化部が接するが，下盤は新鮮部から成る。
• 本孔のシームS-11はT.P.+12.91ｍにあり，設計上は敷地はT.P.+12.00ｍに整地されるため，重要な安全

機能を有する施設の基礎地盤には分布しない。

F-10孔 地質柱状図（深度０ｍ～16ｍ）

F-10孔 コア写真（深度０ｍ～10ｍ）

拡大範囲

（深度9.10ｍ～9.30m）

拡大範囲

注） ボーリング位置は
P.13-8，13-18参照。

9.18m～9.19m：
細粒凝灰岩が分布する。

シームS-11

風化部下限
（強風化部下限）

岩盤上面

シームS-11



13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（24/27)
13-24

変状が認められない箇所（11/11）： 重要な安全機能を有する施設付近のシームS-11の平面分布

ボーリングでのシームS-11分布

①シームS-11有り

②シームS-11なし（細粒凝灰岩有り）

③シームS-11なし（細粒凝灰岩なし）

シームS-11層準（FT5-3）まで到達しない または
シームS-11の有無が不明な孔

侵食によりシームS-11層準（FT5-3）が分布しない孔

シームS-11層準（FT5-3）の等高線

シームS-11 層準（FT5-3）の第四系基底面，掘削面等に現れる位置
（実線：①シーム有り，破線：②細粒凝灰岩有り，点線：③細粒凝灰岩なし）

シームS-11層準（FT5-3）が重要な安全機能を有する施設の基礎地盤（側面）に
分布する位置

シームS-11がcf-３断層に切断され後期更新世以降の活動のない範囲
（新鮮部中にシームS-11が認められる範囲）

シームS-11が分布する範囲

耐震重要施設*１

常設重大事故等対処施設*２

＊１：設置許可基準規則第三条の対象となる耐震重要施設（間接支持構造物を含む）。
＊２：設置許可基準規則第三十八条の対象となる常設耐震重要重大事故防止設備又は常

設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対処施設
（特定重大事故等対処施設を除く）。

F-10

N-５

Q-３

1FV-１

SB-023

重要な安全機能を有する施設付近でシームS-11上盤が
風化部に接する孔（P.13-19～P.13-23参照）

注）SB-023孔及び1FV-1孔は，重要な安全機能を有する施設付近でシームS-11上盤が弱風化
部に接する孔であるが，弱風化部に接する範囲はシームS-11上盤に限られ，下盤は新鮮部
から成ることを踏まえ，シームS-11の平面分布図上は「新鮮部中にシームS-11が認められる
範囲」として整理している。

変状の認められない重要な安全機能を有する施設付近のボーリング調査結果によれば，重要な
安全機能を有する施設の基礎地盤の側面に露頭するシームS-11は，少なくとも強風化部中に分
布するものではないため，重要な安全機能を有する施設の設置上の問題となるものではない。



※１：大畑層が不整合で易国間層を覆うため，易国間層の風化部が分布しない範囲。
※２：敷地外でボーリングがなく風化厚さが不明のため，コンター作図上，風化部厚さを

０ｍとした範囲。
※３：風化部の厚さの一覧表についてはP.9-10～P.9-16参照。
※４：シームS-11層準(FT5-3)には，シームS-11の認められない部分もある（本編資料

P.3-83参照）。なお，FT5-3は，シームS-11を挟在する鍵層名である。

凡 例

＊

＊

シームS-10が掘削面等に現れる位置

シームS-10が第四系基底面に現れる位置

シームS-11層準（FT5ｰ3) ※４が掘削面等
に現れる位置

シームS-11層準（FT5ｰ3) ※４ が第四系基底面
に現れる位置

トレンチ・法面

変状有り（風化部厚い：≧３ｍ）

変状なし（風化部厚い：≧３ｍ）

変状なし（風化部薄い：<３ｍ）

• 風化部の厚さ分布図に変状の確認箇所を重ねた。

• 変状は風化部※３が３ｍ以上の厚い箇所でシーム付近に認められる。

変状の平面的分布と岩盤の風化部※３の厚さ分布

原子炉建屋設置位置

Ts-７トレンチ

Ts-６法面

Ts-５法面

Ts-１～３
トレンチ

Ts-13法面

Ts-10トレンチ

No.３法面

Ts-11トレンチ

法面①

法面②

法面③

法面④

Ts-８トレンチ

Tf-４トレンチ

※２

※１

〈参考〉変状の平面的分布と岩盤の風化部の厚さとの関係
第986回審査会合

資料１－２ P.9-4 一部修正

13-25
13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（25/27)

本図の地形は原地形で作成。

注） 本図のシームS-11層準(FT5-3)※４は，ト
レンチ・法面での変状の有無を示すため，
平成27年度時点の掘削面形状に基づき
図示する。



原子炉建屋設置位置

段丘堆積物の
厚さ分布図

Ts-11トレンチ

Ts-７トレンチ

Ts-６法面

Ts-５法面

Ts-１～３
トレンチ

Ts-13法面

Ts-10トレンチ

No.３法面

• 段丘堆積物の厚さ分布図に変状の確認箇所を重ねた。

• 変状の認められないTs-５法面付近では，段丘堆積物の層厚は２ｍを超え，変状が認められる近傍のTs-６トレンチと比較して厚い。

段丘堆積物の
厚さ分布図 注１） 本図のシームS-11層準(FT5-3)＊は，トレンチ・法面での変状の有無を示すため，

平成27年度時点の掘削面形状に基づき図示する。
注２） 段丘堆積物の厚さの一覧表についてはP.9-10～P.9-16参照。

＊： シームS-11層準（FT5-3）には，シームS-11の認められない部分もある（本編資料
P.3-83参照）。なお，FT5-3は，シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名である。

変状有り（風化部厚い：≧３ｍ）

変状なし（風化部厚い：≧３ｍ）

変状なし（風化部薄い：<３ｍ）

凡 例

シームS-11層準（FT5-3）＊が第四系基底面
に現れる位置

シームS-11層準（FT5-3）＊が掘削面等に現れる位置

シームS-10が第四系基底面に現れる位置

シームS-10が掘削面等に現れる位置

段丘堆積物厚さ確認ボーリング
（矢印は斜めボーリング）

第646回審査会合
資料１－２ P.6-63 誤りを修正
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（26/27)

〈参考〉変状の平面的分布と段丘堆積物の厚さとの関係

審査資料の再チェックを行い，「段丘堆積
物の厚さの分布範囲の誤り」を修正した。

本図の地形は原地形で作成。

法面①

法面②

法面③

法面④

Ts-８トレンチ

Tf-４トレンチ



垂直２等分線

シームが認められる孔

シームが認められない孔

シームが認められる孔を含むドロ
ネー三角形について，シームが認め
られる孔と最も近い孔2孔のとの垂
直２等分線を引き，シームの分布境
界線とする。

シームに係るボロノイ領域は，シームが認め
られる孔とシームが認められない孔を結ん
だ線分の垂直２等分線で形作られる領域で
あり，この領域の境界線をシームの分布境
界線とする。

シームが認められる孔（点A）を通る
三角形は△ABC，△ABD，△ACDの
３つが考えられるが，他の2点との距
離が最も近い△ABC （ドロネー三角
形）でボロノイ領域として設定し，点D
は除外する。

分布図の考え方及び書き方

A

B

C

D

ボロノイ領域の基本的な考え方

A

B

C

D

垂直２等分線

シームの分布境界線

垂直２等分線

シームの分布境界線

垂直２等分線

垂直２等分線

垂直２等分線

ボロノイ領域

〈参考〉シームS-11の分布範囲図の書き方

シームS-11の分布範囲は，シームが認められる孔とシームが認められない孔で形作られる領域(ボロノイ領域)に基づいて
設定するものとし，ボロノイ領域の基本的な考え方と書き方について以下に示す。
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13. 重要な安全機能を有する施設設置位置での弱風化部中のシームS-11（27/27)



重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果

〔本編資料3.3.4.3に関する基礎データ〕

重要な安全機能を有する施設の基礎地盤（側面）について，地質観察（1/100スケール）を
行い，シームS-11及びその付近の岩盤の分布を確認した。

• 重要な安全機能を有する施設付近の側壁地質図を検討するために用いた地質柱状図，
コア写真及び掘削面地質観察結果を示す。

14-1
14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(1/21)

コメントNo.S2-146

以下，P.14-21まで



14-2

地質観察位置図

凡 例

ボーリング

掘削面地質観察範囲

シームS-11

側壁地質図表示位置

交点①

JS-10

SB-024
SB-023

H-8

1FV-4

I-8

JS-8

JS-5

JS-2

T-1 T-3

F-10

R-112

④

④-1

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(2/21)

JS-6R

JS-26

JS-1

原子炉建屋

燃料補助建屋

第一フィルタ
ベント建屋

軽油タンク

原子炉建屋西側壁



JS-1孔のシームS-11上位の風化部は，深度0.90ｍまで認められるが，シームS-11には直接接していない。

シームS-11

風化部下限

14-3

地質柱状図及びコア写真（1/16）：JS-1孔

JS-1孔 コア写真（深度０ｍ～６ｍ）JS-1孔 地質柱状図（深度０ｍ～６ｍ）

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(3/21)



14-4

地質柱状図及びコア写真（2/16）：JS-26孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(4/21)

JS-26孔のシームS-11上位の風化部は，深度4.27ｍまで認められ，シームS-11には直接接していない。

シームS-11

風化部下限

JS-26孔 コア写真（深度０ｍ～６ｍ）JS-26孔 地質柱状図（深度０ｍ～６ｍ）



JS-2孔のシームS-11上位の風化部は深度4.73ｍまで認められ，シームS-11には直接接していない。

14-5

JS-2孔 コア写真（深度０ｍ～６ｍ）JS-2孔 地質柱状図（深度０ｍ～６ｍ）

地質柱状図及びコア写真（3/16）：JS-2孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(5/21)

シームS-11

風化部下限



JS-5孔のシームS-11上位の風化部は深度2.10ｍまで認められ，シームS-11には直接接していない。
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JS-5孔 コア写真（深度０ｍ～７ｍ）

JS-5孔 地質柱状図（深度０ｍ～７ｍ）

地質柱状図及びコア写真（4/16）：JS-5孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(6/21)

シームS-11

風化部下限



JS-6R孔の風化部は，深度1.20ｍまで認められる。本孔にはシームS-11は分布せず，シームS-11層準(FT5-3)
に相当する葉理の発達した層準が5.56ｍ付近に認められる。
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JS-6R孔 コア写真（深度０ｍ～６ｍ）JS-6R孔 地質柱状図（深度０ｍ～６ｍ）

地質柱状図及びコア写真（5/16）：JS-6R孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(7/21)

風化部下限

シームS-11層準（FT5-3）



JS-8孔のシームS-11上位の風化部は，深度6.20ｍまで認められ，シームS-11には直接接していない。

14-8

JS-8孔 コア写真（深度０ｍ～８ｍ）

JS-8孔 地質柱状図（深度０ｍ～８ｍ）

地質柱状図及びコア写真（6/16）：JS-8孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(8/21)

シームS-11

風化部下限



I-8孔ではシームS-11層準（FT5-3）上位の風化部は深度11.20ｍまで認められる。本孔にはシームS-11
は分布せず，シームS-11層準（FT5-3）に相当する細粒凝灰岩が認められる。
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I-8孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）
I-8孔 コア写真（深度６ｍ～18ｍ）

風化部下限

シームS-11層準（FT5-3）

地質柱状図及びコア写真（7/16）：I-8孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(9/21)



1FV-4孔のシームS-11上位の風化部は深度1.85ｍまで認められ，
シームS-11には直接接していない。

14-10

1FV-4孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）
1FV-4孔 コア写真（深度０ｍ～12ｍ）

風化部下限

シームS-11

地質柱状図及びコア写真（8/16）：1FV-4孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(10/21)



JS-10孔のシームS-11上位の風化部は，深度6.07ｍまで認められ，シームS-11には直接接していない。

14-11

JS-10孔 コア写真（深度０ｍ～８ｍ）

JS-10孔 地質柱状図（深度０ｍ～８ｍ）

地質柱状図及びコア写真（9/16）：JS-10孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(11/21)

シームS-11

風化部下限



SB-024孔のシームS-11上位の風化部は深度5.60ｍまで認められる。本孔にはシームS-11は分布せず，
シームS-11層準（FT5-3）に相当する細粒凝灰岩が認められる。

14-12

SB-024孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）

SB-024孔 コア写真（深度０ｍ～12ｍ） 風化部下限

シームS-11層準(FT5-3)

地質柱状図及びコア写真（10/16）：SB-024孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(12/21)



SB-023孔のシームS-11上位の風化部は深度4.72ｍまで認められシームS-11に直接接するが，本孔付近は掘削除去される範囲に位置する。

14-13

SB-023孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）
SB-023孔 コア写真（深度０ｍ～12ｍ）

風化部下限

シームS-11

地質柱状図及びコア写真（11/16）：SB-023孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(13/21)



H-8孔のシームS-11上位の風化部は深度8.00ｍまで認められ，シームS-11には直接接していない。

14-14

H-8孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）
H-8孔 コア写真（深度０ｍ～12ｍ）

風化部下限

シームS-11

地質柱状図及びコア写真（12/16）：H-8孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(14/21)



T-1孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）

T-1孔のシームS-11上位の風化部は深度9.92mまで認められる。本孔にはシームS-11は分布せず，
シームS-11層準（FT5-3）に相当する粗粒凝灰岩が認められる。

14-15

T-1孔 コア写真（深度３ｍ～15ｍ）

地質柱状図及びコア写真（13/16）：T-1孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(15/21)

風化部下限

シームS-11層準（FT5-3）



T-3孔のシームS-11上位の風化部は深度5.21ｍまで認められる。本孔にはシームS-11は分布せず，
シームS-11層準（FT5-3）に相当する粗粒凝灰岩が深度7.36ｍ付近に認められる。

14-16

T-3孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）
T-3孔 コア写真（深度０ｍ～12ｍ）

地質柱状図及びコア写真（14/16）：T-3孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(16/21)

風化部下限

シームS-11層準（FT5-3）



F-10孔のシームS-11上位の風化部は深度9.19ｍ(T.P.+12.91ｍ)まで認められシームS-11に接するが，この付近
は既にT.P.+12.00ｍまで掘削除去されており，風化部とシームS-11が接する領域は存在しない。

14-17

F-10孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ） F-10孔 コア写真（深度０ｍ～12ｍ）

地質柱状図及びコア写真（15/16）：F-10孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(17/21)

シームS-11

風化部下限



R-112孔のシームS-11上位の風化部は深度10.20ｍまで認められ，シームS-11には接していない。

14-18

R-112孔 地質柱状図（深度０ｍ～18ｍ）

R-112孔 コア写真（深度５ｍ～18ｍ）

地質柱状図及びコア写真（16/16）：R-112孔

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(18/21)

シームS-11

風化部下限



側壁地質図表示位置
交点④

側壁地質図表示位置
交点③
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14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(19/21)

シームS-11

掘削面地質観察範囲（④）では，シームS-11は淡灰色火山
礫凝灰岩の風化部に接することはなく，新鮮部に分布する。

側壁地質図に用いた風化部下限及び
シームS-11の標高を参照した位置

0 10m

掘削面地質観察結果（1/3）：掘削面地質観察範囲（④）

シームS-11



T.P.12m     

T.P.8m

T
.P

.1
2
m
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0 10m

側壁地質図
表示位置
交点②

T.P.12m     

T.P.8m

T
.P

.1
2
m

     

側壁地質図
表示位置
交点①

シームS-11と風化部下限の間隔が
１ｍ以下の範囲

T
.P

.8
m

T
.P

.5
m

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(20/21)

側壁地質図に用いた
掘削面地質観察範囲（④-1）

T
.P

.8
m

T
.P

.5
m

掘削面地質観察結果（2/3）：掘削面地質観察範囲（④-1）

シームS-11

シームS-11

掘削面地質観察範囲（④-1）では，シームS-11は淡灰色火
山礫凝灰岩の風化部に接することはなく，新鮮部に分布する。



原子炉建屋中心

西側壁観察位置

約２ｍ～約６ｍ西方の法面スケッチ投影

NS

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

シームS-11層準
（FT5-3）

位置図

凡 例

W-1

W- は杭番号
埋土

14. 重要な安全機能を有する施設付近の地質観察結果(21/21)
14-21第804回審査会合

資料１－２ P.7 一部修正

側壁地質図に用いた掘削面地質観察範囲
（原子炉建屋西側壁）

掘削面地質観察範囲（原子炉建屋西側壁）では，シームS-11及び淡灰色火山礫凝灰岩の風化部は分布しない。

側壁地質図
表示位置
交点⑪

側壁地質図
表示位置
交点⑳

注） 掘削面地質観察範囲（原子炉建屋西側壁）では，シームS-11層準（FT5-3）は認められないため，詳細地質観察結果（1/20スケール）及び写真は添付しない。

掘削面地質観察結果（3/3）：掘削面地質観察範囲（原子炉建屋西側壁）
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